
Ａ．教科・領域指導研修　＜教科指導スキルアップのための講座＞

番 号 講師（敬称略） おすすめポイント！
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Ｂ．教育課題別研修　＜今日的教育課題について学ぶ講座＞

番 号 講師（敬称略） おすすめポイント！
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Ｃ．専門研修　＜該当する者が専門領域について学ぶ講座＞　（※C-３　申し込み不要）

番 号 講師（敬称略） おすすめポイント！
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D．放課後ICTスキルアップ研修　＜１人１台タブレットの活用について学ぶ講座＞　

番 号 おすすめポイント！
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16:45

令和５年度　松阪市子ども支援研究センター　研修講座紹介

実 施 日

A-1 6月30日 金 国語木村　祐子

A-3 8月29日 火 算数・数学

A-2 7月25日 火 国語守田　庸一

玉置　崇

講 座 名

A-5 8月25日 金 外国語活動/外国語

A-4 8月8日 火 理科杉澤　学

阿野　幸一

B-2 8月28日 月 「未来を切り拓く力」育成講座Ⅱ
総合的な学習の時間

探究的な学びを実現する
「生活・総合」の新しい授業づくり

「深い学び」や「探究的な学び」を実現するために、生活科や総合的な学習の時
間に、どういうプロセスですすめていくといいのか、具体例から学びます。

授業づくりの５つのツボ
「学習者主体」への授業改善、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に
充実させるための方策、教育課程や学習・指導法の改善について学びます。

B-1 8月7日 月 「未来を切り拓く力」育成講座Ⅰ
カリキュラムマネジメント石井　英真

田村　学

B-4 8月24日 木 情報教育Ⅰ 1人1台時代の
デジタル・シティズンシップ教育

「自律的」に自ら判断してデジタル社会を安全に行動できる力が児童生徒、教員
に求められている今、授業で何を行うべきかについて学びます。

読解力の育成と自己の考えの形成
学力向上の重要なキーワードである「読解力」、「言語能力の育成」を中心に、具
体例から学びます。

B-3 7月28日 金 「未来を切り拓く力」育成講座Ⅲ
学習の基盤となる言語能力

芳賀　高洋

藤岡　宏章

B-6 8月25日 金 郷土教育 郷土の偉人に学ぶ
郷土の偉人冊子「本居宣長」「松浦武四郎」「蒲生氏郷」「三井高利」を活用した取
組の発表や交流、郷土教育の進め方のポイントについて学びます。

探究的な学びを支える思考スキル，
シンキングツールの活用

１人１台タブレットにより、身近になったシンキングツール。思考スキルとしてシン
キングツールの正しい活用方法について学びます。

B-5 8月21日 月 情報教育Ⅱ泰山　裕

松本　吉弘

B-8 8月2日 水 　外国人児童生徒教育 外国にルーツのある子どもへの発達面で
のサポート

外国にルーツのある子どもへの発達面でのサポートについて、具体的な支援や
教材、専門機関への適切なつなぎ方を学びます。

チームを育てるコーディネーターになるために
不登校の児童生徒へのチームで対応する際のポイントとなる「チーム援助」のた
めのコーディネーターや教員の役割とその効果について学びます。

B-7 7月31日 月 健康教育瀬戸　美奈子

米田　奈緒子

B-10 7月24日 月 人権教育Ⅱ なかまづくりレポートの作成にあたって 学級のなかまづくりにつながる実践レポートの作成の仕方や子どもの見方を学びます。

９年間の人権教育カリキュラムの作成
人権教育の３つの柱を中心に、人権教育カリキュラムを作成する上で、大切にす
ることを学びます。

B-9 8月7日 月 人権教育Ⅰ
坂本　陽平
平賀　里佳

伊藤　玲江

B-12 8月4日 金 生徒指導Ⅰ

B-11 8月8日 火 人権教育Ⅲ三輪　雄太

認定講師

B-15 7月15日 土 乳幼児教育Ⅰ 「非認知能力」を育む乳幼児教育

発達障がいのある子どもが在籍する
通常学級担任の学級経営

さまざまな発達特性のある子どもたちが一緒に学んでいます。一人ひとりの特性
にあった対応をするために身に着けてほしい知識・技能について学びます。

Ｑ-Ｕの結果をどう分析し、学級づくりにどう生かしていくかについて学びます。
今年度は、心理学の視点から「学習意欲」についても学びます。

B-14 8月1日 火 特別支援教育

B-13 8月1日 火 生徒指導Ⅱ
Q-Uの分析方法と学級づくり
～心理学の視点から「学習意欲」

について考える～
青木　俊幸

松浦　直己

西川　正晃

B-17 8月26日 土 乳幼児教育Ⅲ 発達に凸凹のある子どもの理解と
具体的支援

発達に凸凹のある子どもたちの理解について、その発達特性に応じた具体的な
支援について、事例をもとに学びます。

保育・教育現場が抱えがちな問題への対応
　～カウンセリングにおける考え方とその対応～

カウンセリング理論のベースを学んだあと、具体的な問題への対応について学び
ます。参加した方の気持ちが和むワークショップも行います。

B-16 7月1日 土 乳幼児教育Ⅱ大竹　直子

志村　浩二

C-2 7月7日 金 マスター・ベーシック研修Ⅱ金谷　勝弘

ＩＣＴ支援員

管理職をめざす先生の講座です。管理職に求められる学力向上に向けた取組や
リーダーシップについて学びます。

実 施 日 講 座 名

C-1 6月23日 金 マスター・ベーシック研修Ⅰ
管理職に求められるリーダーシップ

～学力向上に向けた取組～
西　達夫

C-4 6月13日 火
初任者研修

（第14回校外研修）
松本　吉弘

C-3 7月24日 月 事務職員研修

※　「県連携」講座は、県教育委員会研修推進課と連携しています。旅費は県費による研修旅費にて支給されます。
　　【予算コード：小学校１１８１－２２　中学校　１１８３－２２】

1人1台タブレットの活用について
１人１台タブレットの効果的な活用について学びます。学校間を超えた情報共有
の場としても期待しています。「まつさか研修ナビ」からの申し込みください。

※　予定を変更する場合があります。【最新の情報は、子ども支援研究センターホームページに掲載します。】

実 施 日

D-1 月1・2回程度

講座名

ＧＩＧＡ_LAB研修会

思春期のライフスキル教育Ⅰ➁

思春期のライフスキル教育Ⅰ➀
社会でより良い選択をするために、必要不可欠なライフスキル。さまざまな判断
に迫られる学校現場においても、うまく乗り越えるスキルは重要です。連続講座
で２コマ分のカウント。２・３年次研修にもおすすめです！

各校での実践にいかせるように部落問題学習に取り組む意義や進め方、大切に
したいことを学びます。

部落問題学習の進め方

実 施 日

※　「定員」は、参加者が会場に来て研修を受けられる上限数です。なお、「集合研修」は担当者が優先となります。

※　オンライン研修(ZOOM)を受講される方には、研修会までに、受講するためのID、パスワードをご案内します。

※　受講申込は、子ども支援研究センターホームページまたは、右QRコードから申し込みください。【申込は、６月９日（金）１６：００開始です。】

フィールドワークと教材づくり
松阪市の豊かな文化にふれ、理解を深めるとともに、専門的知識や指導につい
て学びます。タブレットを活用した教材づくりにも挑戦します。

タブレット内に、もうひとつの職員室をつくろう 情報共有や事務の効率化を図るためのヒントを学びます。

管理職の学校運営
管理職をめざす先生の講座です。管理職に求められる役割やマネジメントについ
て学びます。

園・学校においても注目されている「非認知能力」。これらを育むために乳幼児期
の教育（「遊び」など）の重要性について学びます。

講 座 名

小学校と中学校をつなぐ英語の指導と評価
－どのような力を伸ばし、

         どのように評価をするか－

小中学校外国語教育で大切にしたい「言語活動」を通した指導と評価について、
実践例などから学びます。

理科の問題解決・探究過程で子どもが教科固有の見方・考え方を働かせるよう
に導くにはどうすればいいかについて学びます。実験も行う予定です。

児童生徒が理科の問題解決過程で見
方・考え方を働かせる指導のあり方

子どもたちが主体的になる授業づくり
～算数・数学科を通して育てる見方・考え方～

算数・数学的な見方・考え方を働かせて主体的に学ぶ子どもを育てるために、
どんな授業づくりをすればいいか、そのポイントについて学びます。

学習の基盤となる言語能力の育成を図るために、国語科でどのように授業づくり
をすすめていくのか、読解力や説明する力を中心に学びます。

国語科の授業づくり
～読解力と「自分の考えを説明する力」～

子どもが自分で読む力をつける授業
２年「スイミー」　なにがおこったか、スイミーは

どうしたかを読んで、思ったことをしょうかいしよう

示範授業（子どもは会場の第２学年児童）を行います。物語文でどう読む力をつ
けるのか、一緒に考えましょう。授業後には木村先生と一緒にふりかえります。
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